















Faculty of Design, Department of Industrial Design
　自動車デザインの進化を歴史、文化、環境の視点で分析し、変化しない本質と状況によって変化する価値観の背景を定義、将来のモノ
創りへの参考とする。
　Analyze the evolution of car design from the perspective of history, culture, and environment. Define the background of the nature of 
things remains unchanged and people's sense of value varying with situation. Use it as a reference for our future manufacturing.
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Universality and novelty in the field of car design
年表から読み取る主なポイント
• 産業革命（エネルギー革命）が自動車等の工業生産や、工芸／アートに於ける新たな動きを共時的に引き起こした。





















































































































































 　FORD F100（1953） 　　　  DODGE RUM（2008） 










































































































• フェラーリ F1（1992 年）：最速のクルマの為のデ
ザイン。





























UNIVERSALITY（普遍性）と 30% の CREATIVITY（新
規性）」をデザインフィロソフィーとして策定した。
　今回の研究はこの活動を再度検証するため行ってきた
が、あらためて「普遍性」と「新規性」が織りなす価値
の広がりを認識した。
　「普遍性」を意識することの大切さは勿論、「新規性」
が商品に新たな経験や感動を与える為の欠かせない要素
であり、それを的確に見出し表現することの意味の大き
さを再認識した。
　過去から多様な価値観を提案してきた自動車デザイン
だが、既にデザインを次々と消費する時代は遠く過ぎ去
り、デザインの持続性が語られるようになって久しい。
新鮮な経験を求められるのはデザインの常だが、陳腐化
することのない物語や、見飽きることのない美しさを表
現することで、「新規性」を「何人も認める普遍性」に
高めていく努力が求められている。
スズキ株式会社における商品価値定義
　　　　企業スローガン　　　　　 デザイン・フィロソフィー
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